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　今後、人口の高齢化はさらに進展し、労働人口が減少する中、誰もが可能な限り住み慣れた地域で、必
要なサービスが安心して受けられるように、福祉・介護サービスを提供する人材の確保・育成は喫緊の課
題となっています。そこで福祉・介護人材を確保するために、介護福祉士を目指す学生を増やす取り組
み、多様な人材の参入促進や働きやすい環境の整備、人材育成の支援などを総合的に取り組むことが求め
られています。ここでは、「多様な人材の参入」の中で、中高年齢層や外国人材の参入支援について、かな
がわ福祉人材センターの取り組みを中心にお伝えします。

特
集

福祉・介護分野における多様な人材参入
～中高年齢層および外国人材に向けた取り組み～

　

総
務
省
の
労
働
力
調
査
で
は
25
歳
か
ら

34
歳
ま
で
の
就
業
者
数
は
10
年
間
連
続
で

前
年
度
を
下
回
り
、
65
歳
以
上
は
10
年
連

続
で
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
ま
す（
平
成

31
年
２
月
）。
こ
の
よ
う
に
若
年
層
を
中
心

と
し
た
労
働
力
確
保
が
困
難
な
状
況
の
中
、

介
護
人
材
確
保
の
目
指
す
姿
に
つ
い
て
、

国
で
は
「
福
祉
人
材
確
保
専
門
委
員
会
報

告
書
（
平
成
27
年
２
月
）」
に
お
い
て
介
護

人
材
の
構
造
転
換（「
ま
ん
じ
ゅ
う
型
」か
ら

「
富
士
山
型
」へ
）を
示
し
、介
護
分
野
に
お

け
る
担
い
手
不
足
に
対
応
す
る
今
後
の
施

策
の
考
え
方
と
し
て
「
人
材
の
す
そ
野
の

拡
大
を
進
め
、
多
様
な
人
材
の
参
入
促
進

を
図
る
」
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
い
う
「
す
そ
野
」
と
は
、
潜
在

有
資
格
者
の
掘
り
起
こ
し
や
生
徒
・
児
童

な
ど
へ
の
仕
事
理
解
促
進
を
含
め
、
中
高

年
齢
層
や
未
就
業
の
女
性
、
障
害
の
あ
る

方
な
ど
の
雇
用
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

中
高
年
齢
層
の
関
心
は

　
　

介
護
に
向
い
て
い
る
か

　

か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
）で
も
、
今
ま
で
福
祉
の
仕
事
を

し
た
こ
と
が
な
い
中
高
年
齢
層
を
対
象
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
の
「
掘

り
起
こ
し
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
定

年
退
職
後
や
定
年
退
職
を
控
え
た
年
齢
の

方
が
福
祉
業
界
へ
の
転
職
を
検
討
す
る
姿

が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
の
年
代
層
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
の
ほ
か
、
福
祉
の

仕
事
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
具
体
的

な
就
職
活
動
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
「
福
祉
の
仕
事
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」（
原

則
毎
月
２
回
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
の
参
加
状
況
を
み
る
と
、
年
代
別
で
は
、

約
40
％
が
50
代
で
、
次
い
で
40
代
、
３
番

目
に
60
代
以
上
と
、
中
高
年
齢
層
が
全
体

の
80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
新

規
参
入
促
進
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年

度
か
ら
本
会
か
な
が
わ
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
介
護
に
関

す
る
入
門
的
研
修（
以
下
、入
門
的
研
修
）」

（
県
委
託
事
業
）に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　
「
入
門
的
研
修
」
は
、
介
護
に
関
し
て
無

資
格
、
未
経
験
で
あ
る
方
を
対
象
に
介
護

の
基
礎
を
学
び
、
介
護
の
現
場
へ
の
従
事

を
目
的
と
し
た
新
た
な
介
護
人
材
養
成
の

プ
ロ
グ
ラ
ム（
23
時
間
）で
す
。

　

昨
年
度
は
、
県
内
５
カ
所
で
、
当
該
地

域
の
市
町
社
協
と
連
携
し
実
施
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
よ
り
生
活
に
身
近
な
と
こ

ろ
で
介
護
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
な

平成30年度ミニセミナー参加者　年代別

げ
る
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
活

動
や
家
庭
に
お
け
る
介
護
の
た
め
の
学
び

な
ど
、
受
講
者
の
状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
受
講
目
的
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
等
で
は
「
入
門
的
研
修
」
を
定
年
後

の
再
就
職
支
援
の
一
環
と
し
て
積
極
的
な

制
度
運
用
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
本
県

で
は
、
地
域
ご
と
に
住
民
全
体
を
対
象
と

し
て
研
修
実
施
の
周
知
を
行
っ
た
結
果
、

参
加
申
込
者
は
60
代
が
最
も
多
く
、
70
代

で
研
修
終
了
後
、
求
職
登
録
し
就
職
活
動

を
行
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
一
つ
と
し
て
福

祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

人
も
少
な
く
な
い
と
み
ら
れ
ま
す
。

戦
略
的
採
用
か
ら
定
着
へ

　

実
際
に
「
す
そ
野
」
の
雇
用
も
進
ん
で

い
ま
す
。「
平
成
30
年
度
社
会
福
祉
施
設

等
の
人
材
確
保
に
関
す
る
需
要
調
査
」
で

は
正
規
職
員
の
採
用
時
年
齢
が
50
歳
以
上

で
あ
る
割
合
は
14
・
８
％
で
し
た
。
ま
た
、

非
正
規
職
員
の
採
用
時
年
齢
を
み
る
と
、

平成30年度入門的研修
年代別申込状況

（人数）
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高
齢
分
野
、
障
害
分
野
、
児
童
分
野（
保
育

所
を
除
く
）い
ず
れ
も
40
％
を
超
え
て
お

り
、
多
く
の
福
祉
現
場
は
中
高
年
齢
層
に

支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

中
高
年
齢
層
の
採
用
に
つ
い
て
は
福
祉

分
野
の
み
な
ら
ず
、
全
産
業
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
一
般
企
業
も
中
高

年
者
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
経
験
の
豊
か
さ
を
ケ
ア
や
支

援
に
反
映
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
中
高

年
齢
層
。
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
は

平
成
16
年
度
に
「
老
人
福
祉
・
介
護
事
業

に
お
け
る
中
高
年
齢
者
活
用
の
あ
り
方
」

を
提
言
、
中
高
年
齢
者
雇
用
に
あ
た
っ
て

①
採
用
方
法
の
工
夫
、
②
勤
務
日
数
、
就

業
時
間
の
工
夫
、
③
担
当
職
務
の
工
夫
、

④
処
遇
面
の
工
夫
、
⑤
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
工
夫
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
提
言
か

ら
10
年
以
上
経
た
今
、
他
の
産
業
も
注
目

し
て
い
る
中
高
年
齢
層
の
採
用
・
定
着
に

つ
い
て
、
法
人
・
事
業
所
で
の
戦
略
・
定

着
支
援
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

新
た
な
外
国
人
材
の
県
内
で
の
状
況

　

中
高
年
齢
層
と
同
じ
く
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
外
国
人
の
存
在
で
す
。
経
済
連
携

協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
の
３
国
）に
よ
る
介
護
福

祉
士
候
補
者
の
本
県
に
お
け
る
受
け
入
れ

状
況
は
、
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
20
年
度

か
ら
の
累
計
で
５
７
２
名
、
延
べ
２
３
０

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
施
設
の
一
つ
、（
福
）
愛
成
会

で
は
、
平
成
28
年
に
２
名
を
受
け
入
れ
て

以
降
、
継
続
し
て
毎
年
２
名
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
６
名
が
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
愛
成
苑
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
そ
れ
ぞ

れ
配
属
さ
れ
、
日
々
の
介
護
業
務
や
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
の
体
操
の
補
助
な
ど
を
担
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
２
名
の
受
け
入
れ
を

予
定
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
介
護
職

員
は
総
勢
８
名
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

に
も
永
住
権
を
も
つ
職
員
も
お
り
、
多
く

の
外
国
人
材
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
仕
事
に
真
摯
に
取
り
組
む
姿
は
、

他
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
良
い
影
響
を
も
た
ら

し
、
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
チ
ー

ム
と
し
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

介
護
職
員
と
し
て
働
く
外
国
人
ス
タ
ッ

フ
が
口
々
に
言
う
の
は
施
設
の
サ
ポ
ー
ト

の
温
か
さ
で
す
。
海
外
か
ら
神
奈
川
県
に

縁
あ
っ
て
来
た
人
た
ち
が
直
面
す
る
課
題

は
、
利
用
者
と
の
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
難
し
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
居
探
し
や
生
活
用
品
の
調
達
、
通
勤
の

バ
イ
ク
の
免
許
取
得
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
施
設

の
サ
ポ
ー
ト
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

愛
成
苑
で
は
業
務
中
の
支
援
は
も
と
よ

り
、
一
人
の
生
活
者
と
し
て
、
海
外
か
ら

来
た
そ
の
一
人
ひ
と
り
の
背
景
や
文
化
を

尊
重
し
な
が
ら
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
話
を
伺

う
と
、
今
後
の
目
標
は
、
国
家
資
格
で
あ

る
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に
合
格
し
、
引

き
続
き
施
設
で
働
く
こ
と
。
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
来
日
し
た
と
き
の
夢
で
あ
り
、
こ
の
夢

が
叶
え
ば
受
け
入
れ
て
い
る
施
設
に
と
っ
て

心
強
い
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
が
発
展
し
た
現
在
で
は
、
日
本
で

活
動
す
る
彼
女
た
ち
が
発
信
す
る
情
報
は

現
地
ベ
ト
ナ
ム
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
に
、
２
年
目
に
受
け
入
れ
た
２
名

は
最
初
に
受
け
入
れ
た
先
輩
の
活
躍
す
る

様
子
を
見
て
、
今
の
施
設
に
決
め
ま
し
た
。

来
日
し
た
今
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
そ
の
力
を
発
揮

し
、
休
み
の
日
に
は
同
じ
母
国
の
人
た
ち

と
出
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
情
報
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
受
け

入
れ
の
際
の
一
つ
の
方
策
で
あ
り
、
ま
た
、

情
報
提
供
の
視
点
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

留
学
生
の
支
援
と

　
　

介
護
福
祉
士
修
学
資
金

　

本
会
で
は
、
介
護
福
祉
士
の
養
成
施
設

に
在
学
す
る
方
に
、
学
業
に
専
念
し
や
す

い
環
境
を
整
え
、
国
家
資
格
を
取
得
、
登

録
後
、
県
内
で
専
門
職
と
し
て
従
事
す
る

EPA介護福祉士候補者の皆さん
（特別養護老人ホーム愛成苑）

こ
と
を
目
的
と
し
て
修
学
資
金
貸
付
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
こ
の
事
業

に
お
い
て
も
外
国
人
留
学
生
等
の
申
請
が

増
加
し
て
き
て
い
ま
す（
表
１
参
照
）。

　

申
請
に
は
養
成
施
設
の
推
薦
を
必
要
と

し
、
ま
た
、
貸
付
制
度
で
あ
る
の
で
連
帯

保
証
人
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
留

学
生
と
し
て
単
身
で
日
本
に
来
る
人
た
ち

に
と
っ
て
、
こ
の
連
帯
保
証
人
を
見
つ
け

る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
今
年
度
よ
り

連
帯
保
証
人
要
件
を
見
直
し
、
法
人
に
よ

る
保
証
を
追
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
５

件
の
法
人
保
証
を
既
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
貸
付
制
度
を
利
用
す
る
外
国
人
留
学

生
の
ほ
と
ん
ど
が
養
成
施
設
に
通
い
な
が

ら
、「
資
格
外
活
動
許
可
」
を
受
け
て
週
28

時
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
専
門
的
な
勉
強
に
加
え
、
日
本
語

の
勉
強
、
そ
し
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
就
労
と
、

多
く
の
留
学
生
が
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

か
な
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
詰
め
込
ん
だ
日

常
を
過
ご
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

受
け
入
れ
る
側
は
、
施
設
内
で
出
来
る
こ

と
、
施
設
外
の
社
会
資
源
を
見
つ
け
留
学

生
等
を
つ
な
い
で
い
く
支
援
な
ど
、
側
面

【表１】貸付制度への外国人
　　　 留学生等の申請状況

年度 貸付
決定 出身国内訳

29年度 ２件 ベトナム２

30年度 ６件
フィリピン３
ベトナム
中国
ブラジル

元年度 12件

ベトナム４
中国３
フィリピン３
韓国
インドネシア
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的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿
勢
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
状
況
や
目

標
に
も
変
化
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
対
応
は
、
施
設
に
と
っ
て
初
め

て
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

い
か
に
施
設
全
体
で
知
恵
を
出
し
対
応
し

て
い
く
か
総
合
力
が
求
め
ら
れ
、
資
格
取

得
後
の
職
業
選
択
の
自
由
な
ど
労
働
法
規

の
遵
守
等
も
必
要
な
視
点
と
な
り
ま
す
。

外
国
人
材
を
め
ぐ
る
動
き

　

本
年
４
月
よ
り
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
在
留
資
格

「
介
護
」、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
加
え

て
、
第
４
の
仕
組
み
と
い
え
る
「
特
定
技

能
１
号
」
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
介
護
分
野
に
留
ま
ら
ず
、
人
手
不

足
と
認
め
ら
れ
た
14
分
野
で
一
定
の
専
門

性
・
技
能
を
有
す
る
外
国
人
の
受
け
入
れ

を
認
め
る
仕
組
み
で
す
。
介
護
分
野
は
６

万
人
の
受
け
入
れ
計
画
を
策
定
し
、
既
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
現
地
で
日
本
語
能
力
等
の
試

験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
動
き
の
中
で
、
国
は
「
外
国
人
材

の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応

策
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
対
応

策
で
は
外
国
人
材
を
単
に
労
働
力
と
し
て

見
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
生
活
者
と

し
て
支
援
を
行
う
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
行
政
・
生
活
情
報

の
多
言
語
化
、
相
談
体
制
の
整
備
な
ど
の

他
、
外
国
人
の
支
援
に
携
わ
る
人
材
・
団

体
の
育
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
必

要
も
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
と
し
て
、

ま
た
地
域
の
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
従
事
者
の
育
成
と
い
う
視
点
か
ら

も
、
社
協
と
し
て
も
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

本
会
で
は
今
年
度
よ
り
「
外
国
人
留
学

生
奨
学
金
等
支
給
支
援
事
業
」
を
県
か
ら

受
託
し
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

で
は
補
助
申
請
等
の
事
務
手
続
き
の
他
に
、

外
国
人
留
学
生
や
介
護
施
設
等
か
ら
の
関

連
事
項
の
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。
そ
れ

ら
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
広
く
外

国
人
材
に
関
連
す
る
社
会
資
源
の
情
報
が

必
要
と
な
り
、
ま
た
、
関
係
機
関
・
団
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
で
す
。（
公

社
）横
浜
市
福
祉
事
業
経
営
者
会
や
神
奈

川
県
介
護
福
祉
士
養
成
校
連
絡
協
議
会
、

多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
か
な
が
わ
等
と
情

報
交
換
を
行
い
、
留
学
生
の
支
援
に
お
い

て
必
要
な
情
報
や
、
そ
の
情
報
の
多
言
語

化
、
や
さ
し
い
語
彙
に
よ
る
情
報
提
供
な

ど
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆  　

◆  　

◆  　

◆  　

◆

　

今
後
、福
祉
・
介
護
の
分
野
で
働
く
人
々

は
、そ
の
分
野
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
ル
ー

ト
も
含
め
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
県
域
の
組
織

と
し
て
県
社
協
・
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
が
果
た
し
て
い
く
べ
き
役
割
を
整

理
し
な
が
ら
、
人
材
の
確
保
・
定
着
・
育

成
へ
の
方
策
を
前
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

（
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補福祉サービス総合補償償福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補送 迎 サ ービス 補 償償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険ボランティア活動保険ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成31年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
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　愛川町では９月に「ふれあい広場」、10月に
「ふるさとまつり」と町を挙げた町民のお祭り
が行われます。
　７年前に町民児協も広く活動を知っていただ
く場として参加を決め、毎年工夫を凝らして、
子どもたちとふれあうコーナーを展開していま
す。初めは何をやるかで悩み、他地域で開催し
ている子どもたちとのふれあい行事を見に行
き、民生委員・児童委員と主任児童委員間で何
度も話し合いました。
　いろいろな案の中
で、今でも子どもた
ちに大人気なのは、
段ボール箱を組み合
わせた大きな迷路で
す。当日は、１人の
子が何回も繰り返し入ったり、小さい子を優し
く連れてハイハイしながら進んだりと担当の民
生委員・児童委員が見守る中、楽しく遊んでも
らうことができました。
　毎回繰り返し使用することで少々傷んできた
ので、昨年のお祭りで最後にする予定でした
が、「来年も楽しみにしています！」と何組もの
親子に声を掛けられ、今年はつぎはぎだらけに
修理して出番を待つことになりました。
　また、迷路の他に折り紙・竹とんぼ・吹き矢

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

お母さんたちと「絆づくり」

私たちは地域の「子育て応援団」です
～児童委員、主任児童委員活動から～

や割りばし鉄砲・ビーズブレスレット作りコー
ナー等々、子どもたちが喜びそうな遊びを考え
て提供しています。
　愛川町には大勢の外国籍の人々が暮らしてい
ますが、お祭り好きで、民児協が提供している
日本の遊びに非常
に興味を示し、多
くの親子連れでに
ぎわいます。
　さらに、主任児
童委員は「お話コーナー」も行い、手遊び・紙
芝居・エプロンを使った人形劇のコーナー等で
幼児と保護者、小学生たちとのふれあいの機会
を設けています。ここで顔見知りとなり、後
日、子育て支援センターでお会いしたときに声
を掛け合える“絆づくり”を大切にしています。
　今年は８月から主任児童委員が中心となっ
て、地域の公民館で新しく子育てサロンを開催
するための準備をしています。これからも子ど
もたちが楽しく、安全に遊べて、お母さんたち
の情報交換ができる場のお手伝いをしていきた
いと思います。

愛川町民生委員児童委員協議会
主任児童委員連絡会代表

　　　　　　　　　甘利　敦子
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昭
和
44
年
６
月
、
民
生
委
員
制
度
創

設
50
年
を
契
機
に
、
県
下
の
民
生
委
員

児
童
委
員
が
団
結
し
て
神
奈
川
県
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会（
以
下
、県
民
児

協
）を
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
設
立
50
周
年
を
迎
え
、
こ
の

節
目
に
役
員
等
を
経
験
し
た
先
達
者
か

ら
体
験
談
や
活
動
の
中
で
大
切
に
し
て

き
た
想
い
等
を
聞
き
、
参
加
者
が
改
め

て
自
身
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
世

代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
機
会

と
す
る
た
め
、
６
月
28
日
、
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
県
社
会
福
祉
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
は
県
民
児
協
顧
問

の
鈴
木
立
也
さ
ん
、
元
会
長
の
小
松
輝

つ
な
げ
よ
う
、
次
の
世
代
へ

 

―
県
民
児
協
設
立
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

男
さ
ん
、
元
副
会
長
の
金
田
和
子
さ
ん

が
登
壇
。
鈴
木
さ
ん
か
ら
は
、
や
る
か

ら
に
は
責
任
を
持
ち
、
で
も
時
に
は
肩

の
力
を
抜
い
て
「
い
い
か
げ
ん（
良
い
加

減
）に
や
る
」
と
い
う
活
動
の
姿
勢
、
小

松
さ
ん
か
ら
は
守
秘
義
務
や
委
員
の
選

任
方
法
を
切
り
口
に
し
た
社
会
的
信
頼

の
重
要
性
等
、
金
田
さ
ん
は
「
自
分
が

困
ら
な
い
程
度
の
人
へ
の
親
切
」
と
い

う
視
点
や
、
公
私
の
悩
み
ご
と
に
つ
い

て
同
じ
地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
で

相
談
し
あ
っ
た
こ
と
等
仲
間
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
な
ど
を

交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、「
私
た
ち
の
委
員
活
動
を
次
の
世

代
へ
つ
な
げ
よ
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

各
市
町
村
の
活
動
を
画
像
、
映
像
を
通

し
て
伝
え
て
い
く
試
み
と
し
て
「
写
真

版
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
を
上
映
。
参
加

者
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
、
自
身
の

関
わ
っ
た
取
り
組
み
を
懐
か
し
ん
だ
り
、

他
の
地
域
の
取
り
組
み
に
驚
い
た
り
し

な
が
ら
、
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

社
会
や
地
域
課
題
の
変
化
に
活
動
内

容
や
方
法
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
一
方
、
地
域
住
民
の
身
近
な
支

援
者
と
し
て
の
役
割
と
そ
れ
を
必
要
と

す
る
人
々
の
存
在
は
、
い
つ
の
時
代
も

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
聖
徳

大
学
教
授
の
豊
田
宗
裕
さ
ん
は
「
民
生

委
員
制
度
は
世
界
に
例
が
な
く
、
そ
れ

が
国
の
制
度
と

し
て
１
０
０
年

続
い
て
い
る
こ

と
に
は
大
き
な

意
味
が
あ
る
」

と
解
説
。
時
代

に
合
わ
せ
て
活
動
内
容
や
方
法
を
少
し

ず
つ
変
え
な
が
ら
も
、
本
来
の
役
割
を

果
た
し
続
け
て
き
た
こ
と
で
地
域
福
祉

の
醸
成
に
貢
献
し
て
き
た
歩
み
と
そ
の

意
義
を
、
社
会
や
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
） 解説する豊田宗裕さん

写真版タイムカプセルに見入
る参加者の様子

県民児協キャラクター
みんぴょんが誕生！

　これから先を担う子どもたちにも分かりやすく民生委員
児童委員を知ってもらおうと、設立50周年の節目に県民児
協のキャラクターが誕生しました。
　同日に開催された県民児協総会において、会長の金子直
勝さんから名前が発表され、120件もの応募の中から選ば
れた名前は、みんぴょん。「民生委員児童委員として寄り
添うことを大切に」「優しさを常に持ち続けるように」「子
ども達から親しまれるように」という、民生委員児童委員
に対するさまざまな思いが込められています。
　民生委員児童委員活動のPRやイメージアップのために
頑張りますので、皆さんよろしくお願いします！

★誕生日　３月29日
★トレードマーク
　•スカーフは地域のお助けマンの印
　•大きな耳は民生委員の“Ｍ”
　•しっぽはハートマーク♥
★名前の由来
　みんなのための民生委員児童委員として
「みんな心を一つに、みんなで助け合って、
フットワーク良く、笑顔で、元気よく活動
していきましょう」という思いが“ぴょん
ぴょん”と飛躍して広がっていくことを
願って命名しました。

シンポジストとして登
壇された県民児協顧問
の鈴木立也さん（①）、
元会長の小松輝男さん
（②）、元副会長の金田
和子さん（③）

①

③

②

プロフィール

みんぴょん
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2019年6月26日～7月25日

●子ども食堂が全国で増加
　26日、全国にある子ども食堂が
3,700カ所を超えたことを支援団
体が公表した。昨年比で1.6倍の
増加となり、小学校６校に食堂が
１カ所ある計算となる。最も多
かったのは東京都の488カ所。神
奈川県は全国で３番目の数とな
る、253カ所であった。

●県内初「バリアフリービーチ」
　１日に海開きをした鎌倉市の由
比ガ浜海水浴場で、県内初の「バ
リアフリービーチ」がオープンし
た。車いす利用者が通りやすいよ
うに動線が整備された他、土日祝
日はライフセーバーが介助員とし
て障害者のサポートを行う。８月
31日までの開設。

●高校中退者の進路支援着手
　県は２日、高校中退者の進路支
援をサポートする事業を始める方
針を公表。中退後の社会的孤立に
よる引きこもりや貧困を防止する
ために総合相談窓口を設け、専門
スタッフが進学や就職の相談に対
応する。夏休み明けにも開始する
見通し。

●社会福祉施設の防災・避難ガ
イドライン改訂
　厚生労働省は３日、都道府県や
団体に対し、社会福祉施設の防
災・避難対策について周知を求め
た。改訂されたガイドラインで
は、レベル３を「高齢者避難」、レ
ベル４を「全員避難」として避難
のタイミングを明確化。

●虐待の安全確認、規定時間超
過が８割
　国が虐待通告から原則48時間以
内に子どもの安全確認を徹底する
よう促した昨年７月以降、児童相
談所が設置された約８割の自治体
で時間を超過していたケースが
あったことが９日、共同通信の調
査でわかった。

●地域共生社会の実現を目指し
て新交付金を検討
　厚生労働省は16日、市町村にお
ける相談支援体制の強化に向け
て、新たな交付金の新設を検討す
ることを公表。孤立、困窮など生
活課題を抱える住民に対して、継
続的な関わりを持つための基盤づ
くりが目的。

　

川
崎
市
内
に
あ
る（
Ｎ
）ウ
ィ
メ

ン
ズ
ハ
ウ
ス
・
花
み
ず
き
（
以
下
、

花
み
ず
き
）
は
、
女
性
と
こ
ど
も

た
ち
の
生
活
と
自
立
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
室
を
開
設
し
て
今
年

で
20
年
余
を
迎
え
ま
す
。

　

花
み
ず
き
で
は
、
電
話
や
面
接

に
よ
る
相
談
に
加
え
、
生
活
に
必

要
な
衣
食
住
の
提
供
や
、
行
政
窓

口
と
の
つ
な
ぎ
役
な
ど
の
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
で

あ
る
「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
女
性
相
談
」

で
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後

１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
経
験

豊
か
な
女
性
相
談
員
が
無
料
で
電

話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
よ
り
、
と
も
し
び
基
金
の
果
実

で
支
援
し
て
い
る
活
動
で
す
。

　

相
談
者
は
10
代
か
ら
80
代
以
上

と
幅
広
く
、
家
庭
や
仕
事
、
近
所

付
き
合
い
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

や
周
囲
と
の
関
係
性
の
中
で
生
じ

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

女
性
相
談
員
の
方
々
は
「
相
談

を
さ
れ
る
方
が
そ
の
問
題
に
対
す

る
一
番
の
専
門
家
」
と
考
え
、
相

談
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
に
よ
る
相
談
の
周

ともしび基金の果実を活用した活動支援　
　　　　　（Ｎ）ウィメンズハウス・花みずき

知
や
、
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
内
部
研
修
会
を
行
う
な

ど
、
よ
り
良
い
支
援
に
向
け
た
態

勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
一
昨
年
か
ら
事
務
所
の

隣
に
地
域
開
放
型
の
「
ス
ペ
ー
ス

ら
い
ら
っ
く
」
を
開
設
し
、
住
民

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
交
流
の
場

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
自
立
と
人
権
擁
護
の
た

め
の
花
み
ず
き
の
取
り
組
み
が
、

今
後
ま
す
ま
す
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

スペースらいらっく
の利用方法について
は、花みずきのHP
でご覧いただけます。
URL https://joseisou
dan.com/
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災害時帰宅支援
ステーションの
ステッカー
（実物は黄色）

親には当たり前でも、子どもには経験し
ていないためにわからないことも。公衆
電話のかけ方もその一つ

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖お弁当の代わりに非常食を持ってピクニック
　NPO法人ママプラグは、東日本大震災の被災者の
体験談をきっかけに、神奈川県を中心として全国各地
で子連れ防災講座を開催しています。
　今回、防災ピクニックについて伺うと、非常食を食
べてみることで気づくことがあると話してくださいま
した。例えば、子どもはパサパサとした乾パンをあま
り好まない、離乳食用のスプーンを用意していなかっ
た、食物アレルギーのある子どもが食べられないもの
を用意していたなど。自分の家族にとって本当に必要
な備えは何かがわかります。
　また、助けを呼ぶときに役立つ非常用ホイッスルを
子どもに吹かせてみると、初めての子は音が出る穴の
ところまでくわえてしまうなど、うまく鳴らせないこ
とがあります。非常用簡易トイレなどの防災グッズも
遊びの中で使い方を知り、慣れておくことが大切です。

❖避難ルートを
　実際に歩いて
　安全な場所を確認
　自宅から避難場所までを
ピクニックのコースとして
歩き、避難ルートを覚えて
おくこともおすすめです。
このとき、崩れそうな塀や

壁、落ちてきそうな看板はないかなど、安全かどうか
もチェックしましょう。
　建物が耐震や耐火性に優れていることから一時避難
に最適なガソリンスタンド、水道水やトイレを提供し
てくれるコンビニエンスストアの位置を確認しておく
ことも大事。これらは災害時に帰宅困難者を支援する
施設「災害時帰宅支援ステーション」として、そのス
テッカーを掲示しているので目印にしてください。

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　また、公衆電話の場所を確かめることも忘れずに。
自宅の電話番号を覚えていない子、公衆電話のかけ方
がわからない子もいるので、確認しておくと安心です。

　防災についてもっと知りたい方は、ママプラグ著書
の最新刊「全災害対応！ 子連れ防災BOOK」を手に
取ってみてはいかが。11月に神奈川県総合防災セン
ターが企画し、ママプラグが講師を務める「女性の視
点で考える防災講座」に参加するのもおすすめです。
詳しくはママプラグの公式サイトをご覧ください。

　９月１日は防災の日です。非常持ち出し品を備
えているけれど、備えているだけになっていませ
んか？「NPO法人ママプラグ」が提案する「防災
ピクニック」は、実際に非常食を食べたり、防災
グッズを使ったりしてみる防災術。親子で気軽に
楽しみながら行うことで、なかなか実行に至らな
い防災の習慣が身につき、自分に必要な備えも見
直せます。

親子で「防災ピクニック」を楽しみ
自分に必要なものを備えよう！

〈連絡先〉〒214－0011 川崎市多摩区布田24－26
　　　　☎044－945－8662　FAX 044－944－3009
　　　　URL http://www.mamaton.jpn.org/

今月は
 ⇨ ＮＰＯ法人 ままとんきっず

　がお伝えします !
　今年で子育て支援活動26年目。お母さんたちが主体となっ
て、親子が集うサロン、グループ保育、一時保育、各種講座、
産後サポート、子育て支援センター、小学校での寺子屋事業、
中学校での赤ちゃんふれあい体験事業などを運営。情報誌・単
行本の発行物は45冊を超え、一部は海外でも翻訳出版。乳幼児
から小中学生まで幅広い子育て支援により、地域の活性化を目
指し、活動の場を広げている。

避難場所となる公園などへ、そ
れぞれの家族で備えている非常
食を持ってピクニックに行こう

■NPO法人ママプラグ　URL https://web-mamaplug.com/

NPO法人ママプラグ著／祥伝社

災害に強い家族になるために遊
びながら身につける実践術をイ
ラストとともに楽しく紹介

全災害対応！
子連れ防災BOOK
1223人の被災ママパパと作りました
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福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地
の福祉関連の当事者・職能
団体等の方々から日ごろの
取り組みをご寄稿いただき
ます。

　日本てんかん協会は、1976（昭和51）年に発足し
て以来、てんかんに悩む当事者、家族と専門医、関
連専門職の方々が一体となって、“てんかん運動”に
取り組んできました。
　毎年取り組んでいる国会請願署名においては、て
んかんに関する問題があらゆる角度から改善するよ
うに要請、今年６月には衆参130名を超える国会議
員の協力を得て、提出することができました。
　神奈川県支部は本部ができた翌年の1977（昭和52）
年に発足し、医療、教育、福祉、雇用・就労の充実
に向けて、取り組んできました。てんかん懇話会の
先生方にお願いして、年間数回の医療講演会、福
祉、教育、雇用・就労に関連した講演会、神奈川県
や横浜市への要望、さらには、てんかん協会関係者
による作業所・施設・事業所の設立協力なども行っ
てきました。
　近年は、県社会福祉協議会、専門医・学識経験者
の協力を得て、てんかんと雇用に関する調査を広域
に行い、さまざまな発作形態、重複障がいのあるて
んかんの方々が、どのような配慮を得て、どういっ
た職務内容であれば就職・雇用継続ができるか、な
どの分析を実施することができました。
　また、聖マリアンナ医科大学に設置の「てんかん
センター」を中心に、国と県が共同で実施している
「てんかん医療・社会連携協議会」の一員として県支
部の役員２名が出席し、てんかんの包括的医療、福

祉の充実に向けて活動できるようになりました。
　しかしながら、このような、てんかんに重点化し
た医療・福祉の施策が登場したのはほんの数年前で
す。私自身35年間、障がいのある方々の就労支援・
相談支援の職務をいくつかの法人で取り組んできま
したが、「てんかんのことはよくわかりません」「重
複した疾患・障がいですね」「薬を飲んでいればいい
けど、飲み忘れて発作が起きるのが問題ですね」「薬
が多すぎると副作用の眠気で仕事の能率が落ちます
ね」など、否定的なコメントや表面的な理解のみで
話される方ばかり多いのが現実でした。
　身体のさまざまな部位に発生する多様な発作、友
人知人に発作を目撃されてしまった時の落胆、発作
と関連症状に伴う言いようのない
不安など。悩みの本質が理解され
得ない現実の中で、悩みの蓄積ば
かりが目立つ日々でした。
　長いトンネルの時代を超え、
今、ようやく、てんかんの多様な
症状、悩みに着目され、少しず
つ、生きやすさの指針が作られつ
つあります。
　県支部と世話人は毎月の啓発誌「波」の発送、講
演会等各種行事、相談の実践により、魂込めて、て
んかんの総合対策の充実を目指しています。ご支
援、ご協力をお願いします。

公益社団法人日本てんかん協会 神奈川県支部の魂－総合対策の充実を目指して

公益社団法人日本てんかん協会　神奈川県支部
代表　青栁  智夫

　1977（昭和52）年５月21日設立、会員数約300名（毎月変動）。
〈連絡先〉〒222－0035 横浜市港北区烏山町1752
　　　　 横浜ラポール３Ｆ団体交流室
　　　　 ☎045－475－2360　FAX 045－548－4836　
　　　　 URL http://www005.upp.so-net.ne.jp/nami/

「波」７月号表紙
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利
用
客
の
減
少
に
直
面
す
る
店
舗
に
対

し
、「
店
舗
が
入
っ
て
い
る
建
物
に
会
議

や
研
修
で
訪
れ
る
人
へ
店
の
存
在
を
周

知
す
る
」「
地
域
で
活
動
を
し
て
い
る
団

体
等
に
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
も

ら
う
」
な
ど
、
立
地
や
取
り
込
む
べ
き

客
層
を
分
析
し
た
上
で
解
決
策
を
講
じ

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
今
後
の
運
営
に

対
す
る
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
で
は
、
地
域
住
民
や
社
協

が
媒
体
と
な
り
子
育
て
グ
ル
ー
プ
等
の

活
動
の
場
と
し
て
シ
ョ
ッ
プ
が
機
能
し

て
い
る
例
も
報
告
さ
れ
、
飲
食
物
の
提

供
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
成
長
の

場
、「
地
域
交
流
の
場
」
と
し
て
シ
ョ
ッ

プ
が
根
付
き
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
し
た
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
店
舗
一
覧

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

近
く
の
店
舗
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

去
る
７
月
25
日
、
と
も
し
び
シ
ョ
ッ

プ
運
営
に
関
す
る
連
絡
会
議
が
か
な
が

わ
県
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
が
認
定
す
る
と
も
し
び
シ
ョ
ッ

プ
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
と
社
会

参
加
に
向
け
働
く
場
所
を
提
供
す
る
喫

茶
店
や
売
店
で
、
県
内
42
店
舗
が
各
々

の
特
徴
を
出
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
13
名
の
店
長
・
代
表
者
が
集

い
、
働
き
手
と
利
用
客
双
方
と
も
に
よ

り
良
い
店
舗
と
な
る
よ
う
、
各
店
舗
の

工
夫
や
運
営
課
題
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
登
壇
し
た
中

小
企
業
診
断
士
の
為
崎
緑
さ
ん
か
ら
は

「
課
題
解
決
に
際
し
て
は
、
や
り
た
い
事

に
や
み
く
も
に
突
き
進
む
の
で
は
な
く
、

現
実
的
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

適
切
か
考
え
る
こ
と
が
必
要
」
と
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

複
数
の
店
舗
で
収
益
向
上
な
ど
共
通

の
問
題
を
抱
え
て
い
て
も
、
立
地
条
件

等
に
よ
り
解
決
策
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

よ
り
良
い
店
舗
の
運
営
を
目
指
し
て

 

―
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
店
長
等
連
絡
会
議
開
催

動
向
と
「
意
思
決
定
支
援
」
に
つ
い
て
、

障
害
者
総
合
支
援
法
を
例
に
し
な
が

ら
、
法
律
に
「
意
思
決
定
の
支
援
」
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
や
、「
本
人

が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
ろ
う
と
本
人

が
決
め
ら
れ
る
」
こ
と
が
大
前
提
と
な

る
考
え
方
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
専
門
官
の
川
端
伸
子
さ
ん
か

ら
は
、
中
核
機
関
の
整
備
と
市
町
村
計

画
策
定
の
推
進
に
つ
い
て
、
続
い
て
横

浜
家
庭
裁
判
所
判
事
の
松
谷
佳
樹
さ
ん

か
ら
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に

向
け
た
家
庭
裁
判
所
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
今
後
も
地
域
に
お
け
る

権
利
擁
護
支
援
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
と
と
も
に
、
利
用
促
進
の
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
権
利
擁
護
推
進
部
）

　

現
在
、
国
が
策
定
す
る
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
基
本
計
画
に
お
い
て
、
市

町
村
に
、
権
利
擁
護
を
目
的
と
し
た
成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

市
町
村
の
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
機
能
の

取
り
組
み
が
各
地
に
見
ら
れ
る
一
方
、

国
が
推
し
進
め
て
い
る
中
核
機
関
等
の

設
置
に
つ
い
て
は
ま
だ
少
な
い
状
況
で

す
。

　

そ
こ
で
本
会
で
は
、
去
る
７
月
22
日
、

海
老
名
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
と
地

域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
と

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
行
政
・
成
年
後
見
に
関
わ
る

専
門
職
・
法
人
後
見
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

担
当
者
等
、
２
０
０
人
を
超
え
る
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
成
年
後
見
制

度
の
理
念
や
動
向
を
学
び
、
地
域
に
お

け
る
権
利
擁
護
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
中
核
機
関
設
置
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
の

最
前
線
に
立
つ
講
師
の
方
々
を
お
招
き

し
、
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
新
潟
大
学
法
学
部
教
授
の

上
山
泰
さ
ん
よ
り
、
成
年
後
見
制
度
の

本
人
の
意
思
決
定
支
援
を
踏
ま
え
た
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て

―
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
・
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

登壇した為崎さんと
会議の様子

木のぬくもりが感じられる、かな
がわ県民センター店

店舗一覧　URL http://www.
knsyk.jp/c/tomoshibi_cen
ter/shop_list.html

意思決定支援について
講義する上山さん
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会員・関係機関主催

令和元年度かながわシェイクアウト
（いっせい防災行動訓練）

◇日時＝9月5日（木）午前11時～　他
　参加者の都合により、10月31日
（木）までの間で各自訓練日時を設
定可能
◇内容＝大正型関東地震発生を想定
した訓練。参加者はそれぞれの場
所で一斉に安全確保行動を行う
◇申込方法＝10月31日（木）までに、
☎ FAX または参加登録用ホーム
ページから参加表明を行う
　URL http://www.pref.kanagawa.
jp/docs/j8g/cnt/f480078/
◇問合先＝県くらし安全防災局防災
部災害対策課
　☎045－210－3425 FAX 045－210－8829

寄附金品ありがとうございました

【交通遺児援護基金】（株）エスホケン
【子ども福祉基金】脇隆志、大川照
子、（株）エスホケン

【ともしび基金】神奈川県ボウリン
グ場協会、（公財）神奈川芸術文化
財団 （合計6件　3,238,800円）

【寄附物品】神奈川昭和会、（一社）日
本塗装工業会神奈川県支部、神奈
川観賞魚親睦会、神奈川県定年問
題研究会、（有）アイエムシー音楽
出版

【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（Ｎ）セカンドハーベス
トジャパン
　　　　（いずれも順不同、敬称略）

５月にともしび基金へご寄附いただいた、神
奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会
の三浦紀子会長（右）に感謝状を贈呈

ともしび基金へご寄附いただき、神奈川県ボ
ウリング場協会の瀧田久徳会長（左）より目録
を授与

横浜訓盲院への塗装ボランティア活動に対
し、神奈川昭和会、（一社）日本塗装工業会神
奈川県支部に感謝状を贈呈

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成31年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

プラン 22
プラン33
プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
　

　
　
　
　
と
　

　
　
　
　
　
　

で
す
。
　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

〈SJNK18-12811 2018.12.28作成〉

◆クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）改定

改定
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教
室
は
、
生
徒
同
士
、
親
同
士
の
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を

終
え
て
か
ら
通
う
方
も
い
る
た
め
、「
み

ん
な
に
と
っ
て
息
抜
き
で
き
る
場
所
に

な
れ
ば
」
と
居
原
田
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
会
話
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、

そ
し
て
書
を
通
し
て
喜
怒
哀
楽
を
共
有

す
る
、
深
い
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い

ま
す
。
生
徒
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
継
続

し
、
中
に
は
20
年
以
上
足
を
運
ぶ
方

も
。
成
人
を
対
象
と
し
た
書
道
教
室

「
さ
ら
さ
」
も
運
営
さ
れ
て
お
り
、
合
わ

せ
て
45
名
ほ
ど
の
生
徒
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

創
作
活
動
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

満
ち
溢
れ
た
空
間
で
、
障
害
の
あ
る
方

が
持
つ
可
能
性
と
、
芸
術
が
持
つ
多
様

性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2019（令和元）年8月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

　

今
年
の
３
月
、
文
部
科
学
省
、
厚
生

労
働
省
が
障
害
者
文
化
芸
術
推
進
法
に

基
づ
く
基
本
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

障
害
者
に
よ
る
芸
術
活
動
の
機
会
創
出

や
交
流
の
促
進
な
ど
に
向
け
た
施
策
に

つ
い
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
と
し
て

い
ま
す
。
ま
す
ま
す
障
害
者
の
自
己
表

現
の
場
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、
書
道
師

範
の
居
原
田
礼
子
さ
ん
は
、
障
害
児
・

者
へ
書
道
の
楽
し
さ
を
伝
え
続
け
て
い

ま
す
。

　

活
動
方
針
は
「
障
害
が
あ
る
か
ら
こ

そ
持
っ
て
い
る
力
」
を
引
き
出
す
こ
と
。

個
性
豊
か
な
筆
致
で
書
か
れ
た
詩
は
、

居
原
田
さ
ん
が
生
徒
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ

を
も
と
に
独
自
で
作
り
出
し
た
も
の
で

す
。
一
人
ひ
と
り
と
真
正
面
か
ら
向
き

合
う
よ
う
な
気
持
ち
で
、
時
間
を
か
け

て
考
え
ま
す
。
居
原
田
さ
ん
が
紡
い
だ

言
葉
た
ち
は
、
書
き
手
に
よ
っ
て
命
が

吹
き
込
ま
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
姿
を

見
せ
ま
す
。

　

居
原
田
さ
ん
は
平
成
８
年
に
最
初
の

書
道
教
室「
な
ず
な
会
」を
始
め
ま
し
た
。

生
徒
さ
ん
の
成
長
し
て
い
く
過
程
を
近

く
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
長
年
に
わ
た

る
活
動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
き

ら
ら
」
は
２
番
目
に
設
立
さ
れ
、
今
年

で
16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
教
室
が
開

く
午
後
、
次
々
と
生
徒
さ
ん
が
訪
れ
、

ま
っ
す
ぐ
に
持
っ
た
筆
で
一
文
字
ず
つ

書
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
熱
心
な
様
子
か
ら
は
想
像
で
き
な
い

ほ
ど
、
当
初
は
字
を
書
く
こ
と
に
苦
手

意
識
を
持
っ
て
い
た
方
が
多
か
っ
た
と

振
り
返
り
ま
す
。
本
人
の
自
信
へ
と
つ

な
げ
る
た
め
に
、
常
に
工
夫
し
な
が
ら
、

居
原
田
さ
ん
自
身
も
変
化
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
書
に
込
め
て

 

― 

書
道
師
範
・
居い

原は
ら

田だ

礼
子
さ
ん
（
横
浜
市
栄
区
）

大胆な筆運びで、力強い作品を
生み出す朝陽（あさひ）さん（写
真左）。居原田さんのもとで10
年活動を続けている

６月には映画『海獣の子供』と
コラボレーションした書道展を
開催。こちらのイベントでは、
原作に登場する言葉が書かれた

字数や漢字、音の響きなど、生徒さんの個性に合わせて
作られた詩が、読み手の心に語りかける
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